
岩
手
県
議
会
は
七
月
九

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

「
岩
手
の
会
」
が
提
出
し
て

い
た
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

に
関
す
る
請
願
の
一
部
を

全
会
一
致
で
可
決
し
採
択

し
ま
し
た
。

「
岩
手
の
会
」
の
請
願
は

１
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

の
徹
底
安
全
管
理

２
、
使
用
済
み
核
燃
料
は
そ

の
ま
ま
再
処
理
を
凍
結
し
、

永
久
貯
蔵
す
る
直
接
処
分

と
し
そ
の
研
究
を
各
機
関

に
働
き
か
け
る
、

と
い
う
二
項
目
で
し
た
。

岩
手
県
議
会
環
境
福
祉

委
員
会
は
調
査
や
議
論
を

深
め
、
第
一
項
目
に
つ
い
て
、

「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

の
徹
底
安
全
管
理
」
と
、「
万

が
一
の
場
合
の
防
護
策
」
な

ど
に
つ
い
て
各
会
派
の
一

致
に
至
り
可
決
採
択
し
、
本

会
議
に
上
程
し
ま
し
た
。

岩
手
県
議
会
の
決
議
は

全
国
で
も
初
め
て
で
あ
り

六
ヶ
所
工
場
の
安
全
確
保

に
大
き
な
一
歩
が
踏
み
出

さ
れ
ま
し
た
。

請願採択の岩手県議会本会議
（岩手県議会インターネット

録画放送から）

「岩手の会」提出の「六ヶ所

再処理工場の安全確保を求め

る意見書」は全員一致で可決

され、議員発議の「原発再稼

働に慎重な対応を国に求める

意見書」も採択されました。
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２０１２（平成２４）年
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ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://homepage3.nifty.com/gatayann/env.htm

《まった再処理分庫》
http://briefcase.yahoo.co.jp/k_imag

平成 24 年 7月 9日

衆・参議両院議長

内閣総理大臣 農水・経産・ 環境各大臣

内閣官房長官 様

岩手県議会議長 佐々木 博

六ヶ所再処理工場の安全の確保を求める意見書

六ケ所再処理工場から放出される放射性物質か

ら、県民の暮らしと三陸地域における水産業、農畜

産業等を守るため、国において特段の措置を講ずる

よう強く要望する。

理由 (＊ほぼ全文）

福島第一原発事故による放射能汚染の影響は、周

辺住民の暮らしはもとより、農畜産業や水産業、観

光業など広範囲にわたり、経済的及び精神的な被害

をもたらしている。 青森県六ヶ所村の再処理工場

は、現行の諸制度及び各種技術等に基づき、同工場

から排出される放射性物質の安全基準並びに耐震安

全性は確保されているとされているが、一方で本格

稼動に向けたアクティブ試験が平成 18 年 3月 31 日

に開始されてから、度重なるトラブルのため延長さ

れている。

また、六ヶ所再処理工場は、これまで作業員の内

部被曝やせん断機の油漏れなど事故やトラブルが発

生しており、今後、地震の影響による電源喪失や冷

却パイプの破断等により冷却機能が失われれば、福

島第一原子力発電所事故を超える大惨事となる恐れ

があるとの指摘がされている。 よって、国におい

ては、六ヶ所再処理工場から放出される放射性物質

から、県民の暮らしと三陸地域における水産業、農

畜産業等を守るため、六ヶ所再処理工場に貯蔵され

ている高レベル放射性廃液の安全管理を徹底し、万

が一、環境中に漏出させた場合、生命や暮らしを脅

かすことのないよう防護策を講じるよう強く要望す

る。

上記のとおり地方自治法第 99 条の規定により意

見書を提出する。



七
月
十
日
「
岩
手
の
会
」

は
、
県
政
記
者
ク
ラ
ブ
で
記

者
会
見
を
行
い
、
岩
手
県
議

会
の
「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

安
全
対
策
」
の
請
願
の
一
部

採
択
に
つ
い
て
「
声
明
」
を

発
表
し
ま
し
た
。

記
者
会
見
で
永
田
世
話

人
は
次
の
点
を
強
調
し
ま

し
た
。

○
原
発
事
故
よ
り
も
、
も
っ

と
危
険
性
が
大
き
い
再
処

理
工
場
の
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
液
に
つ
い
て
国
民
に

十
分
情
報
が
開
示
さ
れ
て

い
な
い
。

○
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

は
六
ヶ
所
工
場
に
約
二
四

〇
立
方
㍍
、
東
海
工
場
に
約

三
九
三
立
方
㍍
溜
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
漏
れ
出
し
た

場
合
、
福
島
事
故
を
は
る
か

に
上
回
る
過
酷
事
故
と
な

る
。
絶
え
ず
水
素
を
掃
気

し
、
沸
騰
防
止
の
た
め
冷
却

が
必
要
で
あ
り
全
電
源
喪

失
が
一
番
恐
ろ
し
い
。

○
「
再
処
理
凍
結
・
使
用
済

み
核
燃
料
の
直
接
処
分
研

究
」
の
部
分
が
採
択
さ
れ
な

か
っ
た
の
は
残
念
だ
が
、
岩

手
県
議
会
が
国
に
対
し
て

「
高
レ
ベ
ル
廃
液
が
、
万
が

一
に
も
命
と
暮
ら
し
を
脅

か
す
こ
と
の
な
い
よ
う
な

徹
底
的
な
安
全
管
理
を
求

め
る
」
と
い
う
意
見
書
を
提

出
し
た
意
義
は
大
き
い
。

と
い
う
も
の
で
し
た
。

声
明
文
要
約

私
達
の
提
出
し
た
「
県

土
・
国
土
を
再
処
理
工
場
の

放
射
能
汚
染
か
ら
守
る
請

願
」
の
第
１
項
が
採
択
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い

て
、
県
議
会
の

良
識
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

私
達
の
訴
え
に

対
し
て
国
や
六
ヶ
所
、
東
海

の
両
再
処
理
事
業
者
は
、
福

島
原
発
事
故
を
体
験
し
て
も

尚
、「
最
悪
の
事
態
」
を
想
定

し
な
い
深
層
防
護
の
立
場
に

立
っ
て
い
な
い
も
の
で
す
。

岩
手
県
議
会
が
全
国
に
先

駆
け
て
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
に
よ
る
過
酷
事
故
防
止
の

た
め
に
関
係
機
関
に
働
き
か

け
る
こ
と
は
、
六
ヶ
所
、
東

海
再
処
理
工
場
に
大
量
に
貯

蔵
さ
れ
て
い
る
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
液
の
危
険
性
に
つ
い

て
広
く
国
民
の
間
に
認
識
が

共
有
さ
れ
、
真
剣
な
安
全
対

策
を
求
め
る
契
機
に
な
り
ま

す
。
こ
の
国
で
人
び
と
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
ゆ
け
る
よ

う
願
い
つ
つ
声
明
と
し
ま
す
。
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ー
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岩手県議会の動き

２００５（平成１７）年１０月３日

本会議請願採択 全会一致

内容：「アクティブ試験操業につい

て慎重を期すること。三陸沿岸の環

境影響評価を行うこと」

２００８（平成１８）年１２月８日

環境福祉委員会 賛否同数で否決

内容：「岩手県を六ヶ所再処理工場

の放射能汚染から守る事について

の請願」

２０１２（平成２４）年 ７月９日

本会議請願採択 全会一致

国へ意見書送付

内容：「六ヶ所再処理工場の高レベ

ル廃液の安全管理を徹底し岩手県

土・県民を守ること」

岩
手
県
議
会
議
事
場

大飯原発 ３号機 出力１１８万 KW 加圧水型

７月１日再稼働

４号機 出力１１８万 KW 加圧水型

７月１８日再稼働

◇毎日ヒロシマ原爆３発分の「死の灰」生成

◇新に、使用済み核燃料（核分裂生成物・燃えな

いウラン・サヤ管など）が、１機１年で推定

約１００トンが発生。２機で約２００トン。

◇放射能をなくする方法はなく巨大な崩壊熱を持

つ超危険物。全国の貯蔵プールは満杯が近づく。

◇直下に破砕層（活断層）の存在。保安院は

７月１８日、再調査を指示。耐震審査指針違

反の疑い。しかし同時に再稼働も指示という

安全軽視！

撮影：野田雅也
（ＪＶＪＡ）

「正しい報道ヘリの会」提供 http://fotgazet.com/news/000226.html

東北電力盛岡支店前

盛
岡
で
も
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
達
の
呼
び

か
け
で
、
七
月
二
十
日
（
金
）
、
約
六
十
人
が
集

ま
り
脱
原
発
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
庁
か

ら
東
北
電
力
前
ま
で
歩
道
を
散
策
し
て
移
動
し

ま
し
た
。
次
回
は
二
七
日
（
金
）
、
正
式
の
デ
モ

申
請
を
し
て
、
県
庁
前
六
時
半
出
発
予
定
。

仙
台
で
は
約
二
五
〇
人
の
参
加
の
デ
モ
で
し
た
。

ＮＨＫ
放 送 セ

ンター

代々木公園


